
令
和
5
年
１
月
17
日（
火
）

神
田
神
保
町・学
士
会
館

関
東
愛
媛
県
人
会

令
和
5
年

ご
案
内

新
年
賀
詞
交
歓
会
の

宇
和
島
生
ま
れ
。津
軽
三
味
線
最
大
流
派
小
山
流
家
元
、

小
山
貢
氏
に
師
事
、小
山
流
師
範
。

代
表
を
務
め
る
演
奏
グ
ル
ー
プ「
獅
子
道
」に
て
津
軽
三
味
線

世
界
大
会
二
連
覇
。沖
縄
三
線
新
人
賞
。

ニュ
ー
ヨ
ー
ク
、ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
の
海
外
公
演
、細
川
た
か
し
の
伴
奏
、

T
V
番
組
の
音
楽
指
導
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
/
メ
デ
ィ
ア
活
動
の

か
た
わ
ら
、東
京
と
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
に
三
味
線
教
室
を
開
く
。　

T
O
E
I
C
8
7
5
を
活
か
し
て
外
国
人
へ

日
本
文
化
を
紹
介
す
る
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
文
化
体
験
交
流
塾
理
事
な
ど
幅
広
く
活
躍
。

「
あ
な
た
も
弾
け
る
や
さ
し
い
津
軽
三
味
線
入
門
」D
V
D
や

吉
田
兄
弟
の
楽
譜
集
を
出
版
。

教
室
の
お
問
合
せ
、演
奏
の
ご
依
頼
：

小
山
貢
山　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

新
年
賀
詞
交
歓
会
を
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま

す
。コ
ロ
ナ
対
策
を
踏
ま
え
、
先
着
70
名
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
諸
物
価
高
騰
の
た
め
、
会
費
を
値
上
げ
せ

ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
、
無
理
を
せ
ず
に
ご
自
身
の
判
断

で
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

※
お
知
ら
せ
「
ま
ち
づ
く
り
部
会
」
は
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
。

一
、 
申
込
： 
同
封
の
は
が
き
に
出
欠
を
記
入
し
12
月
16
日
必
着（
先
着
70
名
）

二
、 
会
費
： 
お
一
人
9
、5
0
0
円 

同
伴
1
8
、0
0
0
円

三
、お
支
払
い
方
法
：
1
月
6
日
ま
で
に
入
金

　
　

・
ゆ
う
ち
ょ
振
替　

同
封
の
払
込
票（
口
座
か
ら
の
手
数
料
は
県
人
会
負
担
）

　
　

・
銀
行
振
込（
手
数
料
会
員
様
ご
負
担
）

　
　
　

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行 

八
重
洲
通
支
店 

普
通
１
１
７
９
６
４
２

　
　
　
（
入
金
後
は
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
ま
せ
ん
）

 
　
　

関
東
愛
媛
県
人
会
会
長 

一
色 

眞
人（
イ
ツ
シ
キ
マ
コ
ト
）　
　

四
、 
宴
会
ス
タ
イ
ル
： 
ア
ク
リ
ル
板
設
置
1
卓
6
名
、

 
 

着
席
お
弁
当
、フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク

五
、 
式
次
第（
受
付
に
て「
い
き
な
り
福
袋
」贈
呈
）

 

① 

会
長
お
よ
び
会
員
代
表
ご
挨
拶

 

② 

青
年
表
彰
、叙
勲
披
露（
予
定
）・お
祝
い

 

③ 

乾
杯
、会
食
、歓
談

 

④ 
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

小
山
貢
山
：
津
軽
三
味
線（
宇
和
島
市
出
身
）

六
、 
問
合
せ
先
： 
事
務
局 　

0
3（
3
2
3
9
）4
9
9
9

日
時
： 
令
和
5
年
１
月
17
日
（
火
）
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

場
所
： 
学
士
会
館 

２
階
2
1
0
号
室

 

神
保
町
駅
（
地
下
鉄
）
Ａ
９
出
口
す
ぐ

 

☎
0
3
（
3
2
9
2
）
5
9
3
6
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三
味
マ
ス
タ
ー
ド
ッ
ト
コ
ム

先
着
70
名




